
第２回 在日米軍再編に係る
調査特別委員会

１ 日 時 ： 平成１８年２月１０日（金） 13:00～
２ 場 所 ： 議会棟大会議室

３ 案 件

（１）在日米軍再編に係る諸問題について

③三沢飛行場及び岩国飛行場の調査結果等

１） これまでの経過

２） 三沢飛行場の現地調査結果

３） 岩国飛行場の現地調査結果



（１）在日米軍再編に係る諸問題について
③三沢飛行場及び岩国飛行場の調査結果等

１） これまでの経過



「第１回 在日米軍再編に係る調査特別委員会」
開催（H17.12.14）後の経過

平成１７年１２月１５日（木）～１６日（金）
〇三沢飛行場（青森県） 現地調査
騒音、事故、治安などについて調査。

平成１７年１２月１９日 （月）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・添付資料－１
〇札幌防衛施設局が苫小牧市に対し、質問事項の回答を実施。
千歳市に対しても情報提供あるが、全て説明済みの内容。

平成１８年 １月１８日（水）～２０日（金）
〇岩国飛行場（山口県） 現地調査
騒音、事故、治安などについて調査。



平成１８年 １月２０日 （金）
〇札幌防衛施設局 施設部長等が来千し、説明を受ける。
現状は、協議が進んでいるが、訓練移転の内容は別に示されていない。
１月末までに、審議官級の協議が行われる。

平成１８年 １月３１日 （火）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・添付資料－２
〇札幌防衛施設局 施設部長等が来千し、説明を受ける。
当日午前中に行われた、関係閣僚会合の内容の説明。
訓練移転に関しては、現時点においても公表できるような内容は示されていない。

平成１８年 ２月 ８日 （水）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・添付資料－３
〇札幌防衛施設局 施設部長等が来千し、説明を受ける。
２月９日から１１日まで、東京において日米防衛・外務当局間協議が開催される。
来週中に千歳市からの質問事項に対する回答を行う。



２）三沢飛行場現地調査結果

１ 日 程 平成17年12月15日（木）～16日（金）

２ 場 所 三沢飛行場、三沢市役所



三沢飛行場の概要

所属部隊 米空軍第３５戦闘航空団など

面積 1,578 ha

滑走路 3,000ｍ×45ｍ

隊員数等 約10,000人（軍人・軍属・家族）

離発着回数 年間約46,600回 （平成16年度実績。米軍、自衛隊、民間の区分は、非公開）

機種 （米 軍）・F-16C/D戦闘機・P-3C対戦哨戒機 など

（自衛隊）・F-2支援戦闘機・F-4EJ改支援戦闘機

三沢飛行場は、米空軍等と航空自衛隊及び民間航空との共同使用

（資料提供：三沢市）



三沢飛行場に常駐する主な航空機

＜米空軍＞

＜Ｆ－１６戦闘機＞ ＜Ｐ－３Ｃ対潜哨戒機＞

＜航空自衛隊＞

＜Ｆ－２支援戦闘機＞ ＜Ｆ－４ＥＪ改支援戦闘機＞

（資料提供：三沢市）



飛行規制等の協定について

・米軍と地元との協定はない。

・嘉手納飛行場に関する日米合同委員会合意が準用されている。

・静粛時間 米空軍は、22時から翌朝6時

航空自衛隊は、21時から翌朝7時

※ 三沢市は、米軍(22:00～06:00)に航空自衛隊(21:00～07:00)と同様の

飛行を要請している。

〇騒音の軽減規制措置等に関する仙台防衛施設局長の回答

◎ 三沢飛行場における航空機騒音の軽減規制措置について

◎ 三沢対地射爆撃場の使用条件について

◎ 米海軍機による移動訓練について
〇 (航空自衛隊)第81航空隊の三沢飛行場の共同使用に伴う騒音及び危険防止
対策について



飛行訓練の実態について

• 三沢基地所属機は通常訓練において早く高度を上げるなど騒
音に配慮した飛行をしている。

• 飛行自粛時間（２２時から翌朝６時）は守られている。また事情
により深夜早朝に飛行する場合は事前に市に対し連絡がある。

• 土日、祝日は米軍の上級部隊等による演習でない限り飛行訓
練は行われない。

• 米空軍が本国で行われる訓練に参加する場合や航空機のメ
ンテナンスのために帰国する際には、土日、祝日、深夜早朝
に離陸することもある。

※デモフライト（アクロバット飛行有資格者養成訓練）

は非常に騒音が大きい。



三沢飛行場周辺住民の聞き取り内容

• うるさくてテレビや電話が聞き取れない。（基地周辺500m以内

に居住）

• 騒音は非常にうるさいが、基地はまちの地域活性化に必要だ。

• 基地による経済効果は非常に高い。基地は絶対必要。

• うるさくない、基地がなくなると困る。

• ゴルフ場は基地にしかなく、市民は米軍人と親しくなって基地

内でゴルフをする。プレー代が安く(1プレイ3,000～4,000円)ゴ

ルフ人口は多い。



市民と基地との友好的関係について

• ジャパンデー（日本文化を紹介）

• アメリカンデー（アメリカ文化を紹介）

• 日常生活における交流、親睦（異文化理解教育講座、小中学生の

ホームスティ事業、基地内からの講師派遣）

• 米軍人の友好活動（三沢漁港周辺の清掃奉仕活動、共同募金）

• 基地内のゴルフ場の開放（三沢市唯一のゴルフ場）

• 交流、情報発信の拠点として「国際交流センター」の建設

• 中心市街地活性化の一環として「アメリカ村」の建設



米軍人等による犯罪・交通事故及び航空機事故について

１１④そ の 他

３１２③部品落下

３３②緊急着陸

１１①墜 落

（２）航空機事故等

３１２④そ の 他

２２③粗 暴 犯

１１②窃盗事件

５３２①交通事故

（１）犯罪・交通事故

合計H１６年度H１５年度H１４年度

※ 報道された犯罪・事故件数 資料提供：三沢市



平成１７年１２月１５、１６日実施

千歳市在日米軍再編調査委員会

三沢飛行場の騒音調査結果



航空機騒音測定地点位置図

移転跡地（岡三沢）

千歳市調査

三沢空港ターミナル

千歳市調査

No.1 淋代平地区

No.8 駒沢地区

No.6 花園地区
No.2 堀口地区

No.7 浜三沢地区

No.10 鹿中地区

東北町 県道沿い

千歳市調査

：千歳市調査地点 ：三沢市測定地点



一般的な騒音のレベル 

dB(A) 事   例 

１２０ 飛行機のエンジンの近く 

１１０ 自動車の警笛（前方２ｍ） 

１００ 列車が通るときのガードの下 

 ９０ 大声による独唱、騒々しい工場 

 ８０ 地下鉄の車内 

 ７０ 電話のベル、騒々しい事務所の中、騒々しい街頭 

 ６０ 静かな乗用車、普通の会話 

 ５０ 静かな事務所 

 ４０ 図書館、静かな住宅街の昼 

 ３０ ささやき声、郊外の深夜 

 ２０ 木の葉のふれあう音、置時計の秒針の音（前方１ｍ） 

出典：（財）日本環境協会「生活における騒音・振動を考える（環境シリーズ№55） 



日米共同統合演習時の状況（三沢）

（広報みさわ２００５年１月号より抜粋）
演習名： 日米共同訓練
期   間： 平成16年11月10日（水）～19日（金）

測定地点名
期間中の
最高音
（ｄB)

ピーク値の
パワー平均
（ｄＢ）

総測定
回数

測定
日数

１日あたり
の測定回数
（回/日）

淋代平地区 98.7 84.1 799 10 79.9

堀口地区 97.4 85.3 568 10 56.8

根井地区 101.0 85.3 91 10 9.1

花園地区 89.4 79.0 524 10 52.4

浜三沢地区 96.1 84.2 772 10 77.2

駒沢地区 96.5 84.7 731 10 73.1

天ヶ森地区 88.4 79.4 33 10 3.3

鹿中地区 96.1 84.0 665 10 66.5



千歳市の状況（年間の測定結果）

期 間：平成15年度～平成16年度

　　　　　年度

測定地点

15 16 15 16 15 16

青葉丘 113 116 89 88 37.2 40.8

住吉 110 111 88 89 31.4 31.4

東雲 111 110 87 86 20.9 16.9

寿 102 102 79 79 67.6 60.6

北斗 103 100 81 80 12.5 9.8

里美 96 92 77 77 2.4 2.3

根志越南 103 103 82 83 27.9 24.0

駒里東 103 99 77 77 20.9 21.9

最高音（ｄＢ） パワー平均（ｄＢ）

１日あたりの

測定回数（回/日）



三沢市基地渉外課より聴取した内容から三沢市の騒音の
状況について、千歳市と比較しまとめると・・・

• 騒音発生回数は、千歳市（住吉）よりも多い。

（三沢飛行場の離着陸回数は、千歳飛行場のほぼ２倍である。）

• 土・日曜日の騒音発生割合は、千歳市（住吉）よりも少し高い。

• 早朝（０時～７時）の騒音発生回数は千歳市（住吉）よりも多いが、

深夜（２２時～２４時）の騒音発生回数は両市の間に大差はない。

■三沢市独自の騒音測定結果については非公開■



航空機騒音測定結果

H17.12.15 東北町 県道沿い

H17.12.16 東北町 県道沿い

移転跡地（岡三沢地区）

三沢空港ターミナルビル送迎デッキ



東北町（滑走路端から3.5㎞、住吉局相当） H17.12.16 千歳市測定

F-16(米軍機)　4機継続

50

60

70

80

90

100

110

9:48:18 9:48:38 9:48:58 9:49:18 9:49:38 9:49:58
測定時間

ｄB

継続時間 84秒 最大値 97.9ｄB



東北町（滑走路端から3.5㎞、住吉局相当） H17.12.16 千歳市測定

F-16(米軍機)　2機継続（急上昇）

50

60

70

80

90

100

110

10:12:34 10:12:54 10:13:14 10:13:34
測定時間

ｄB

継続時間 47秒 最大値 90.2ｄB



東北町（滑走路端から3.5㎞、住吉局相当） H17.12.16 千歳市測定

4機継続（後半の2機はF/A-18）

50

60

70

80

90

100

110

10:44:13 10:44:33 10:44:53 10:45:13 10:45:33 10:45:53

測定時間

ｄB

継続時間 85秒 最大値 105.3ｄB



東北町（滑走路端から3.5㎞、住吉局相当） H17.12.16 千歳市測定

F-16(米軍機)　2機継続、
F/A-18(岩国米軍機)　2機継続

50

60

70

80

90

100

110

10:54:28 10:54:48 10:55:08 10:55:28 10:55:48 10:56:08
測定時間

ｄB

継続時間 19秒、23秒、54秒 最大値 91.8ｄB 、93.6ｄB 、90.3ｄB



三沢空港ターミナルビル送迎デッキ（滑走路から0.5km） H17.12.16 千歳市測定

F-4(自衛隊機)　2機　離陸

50

60

70

80

90

100

110

13:31:49 13:32:09 13:32:29 13:32:49 13:33:09 13:33:29 13:33:49 13:34:09 13:34:29

測定時間

ｄB

継続時間 49秒、58秒 最大値 103.8dB、101.8ｄB



三沢空港ターミナルビル送迎デッキ（滑走路から0.5km） H17.12.16 千歳市測定

F/A-18(岩国米軍機)　1機　離陸

50

60

70

80

90

100

110

14:47:02 14:47:22 14:47:42 14:48:02 14:48:22

測定時間

ｄB

継続時間 37秒 最大値 108.8ｄB



三沢市の防災対策

調査事項

◎災害発生時における協力協定等の有無

◎地域防災計画上での位置づけ

◎航空機や基地内で災害が発生した場合の連絡体制

◎その他



災害発生時における協力協定等の有無

◎米空軍との消防相互応援協定

米軍基地内における事故等で、軍の消防が出動する際の基地内住
宅等における火災対応や、市内での火災対応において、市の消防の
みでは対処できない場合の相互応援協定。

※実際の消火実績はなし



地域防災計画上の位置づけ

◎最終改訂：平成13年度（平成18年度改訂予定）

◎航空機災害について
民航機・自衛隊機・米軍機における３つのパターンについて通報連絡体

制と、各機関の措置について３ページにわたり記載。

措置が記載されている機関
・東京航空局 ：連絡通報・消防活動・避難
・自衛隊 ：連絡通報・消防活動・救助、捜索等(要請のあった場合)
・三沢警察署 ：連絡通報・警戒区域の指定(立入制限、退去)
・青森県 ：連絡通報・自衛隊派遣要請・他市町村応援要請
・海上保安本部：連絡津法・救助、消防活動等
・空港事務所 ：連絡通報・消火救難活動



航空機や基地内で災害発生した場合の連絡体制

◎三沢飛行場周辺航空事故連絡協議会

米軍や自衛隊、また、防衛施設局や航空局、青森県・警察・海

上保安庁や近隣１３市町村とその消防本部等32機関により構成さ

れている連絡会議

（S54.2.9～）

※協議会庶務は仙台防衛施設局が担当。



航空機や基地内で災害発生した場合の連絡体制

◎日本語によるホットラインの整備

三沢市・米軍・防衛施設事務所間にホットラインがあり、米軍側に

は日本語通訳が常駐していることから24時間相互に連絡が可能となっ

ている。

（その他）

◎三沢市防災訓練
・10月2日に地震を想定した実働型の防災訓練を実施。
・参加機関には米軍消防隊や航空自衛隊が含まれている。
・訓練内容：避難誘導訓練（警察・市民）

救急関連訓練（医師会等）
化学災害訓練（消防隊）
救出・救護・初期消火訓練（自主防災組織）
応急復旧訓練（ライフライン系企業）



３）岩国飛行場現地調査結果

１ 日 程 平成18年1月18日（水）～20日（金）

２ 場 所 岩国飛行場、

岩国市役所、山口県庁



岩国飛行場の概要

所属部隊 米海兵隊第１海兵航空団など

面積 574 ha（市総面積の約2.6％）（海上自衛隊使用面積を含む）

滑走路 2,440ｍ×60ｍ

隊員数等 約5,350人（軍人・軍属・家族）

離着陸回数 年間約46,900回（平成16年実績）※海上自衛隊機を含む

機種 Ｆ／Ａ－１８ ホーネット戦闘攻撃機

ＡＶ－８Ｂ ハリアーⅡ攻撃機

ＥＡ－６Ｂ プラウラー電子戦機 など 57機

その他 現滑走路の１Km沖合に新滑走路を建設中（H20年度完成予定）

岩国飛行場は、米海兵隊と海上自衛隊との共同使用

（資料提供：岩国市）



岩国飛行場位置図

資料提供：岩国市（画像加工）



岩国飛行場関連の中間報告（共同文書）の主な内容

（１）空母艦載機の厚木飛行場から岩国飛行場への移駐

Ｆ／Ａ－１８（戦闘攻撃機：ホーネット）

ＥＡ－６Ｂ（電子戦機：プラウラー ）

Ｅ－２Ｃ（早期警戒機：ホークアイ） 計５７機

（２）海上自衛隊飛行隊の岩国飛行場から厚木飛行場への移駐

ＯＰ－３Ｃ（画像情報収集機）

ＥＰ－３（電子戦データ収集機） など 計１７機

（３）訓練の移転

嘉手納を始めとして、三沢飛行場や岩国飛行場といった

米軍航空施設から他の軍用施設への訓練の分散を拡大する。



岩国飛行場に常駐する主な航空機

＜Ｆ／Ａ－１８：ホーネット戦闘攻撃機＞

＜EA-6B：プラウラー電子戦機＞

＜AV-8B：ハリアーⅡ攻撃機＞



飛行規制等の協定について

岩国日米協議会での確認事項

（一部抜粋）

１ 飛行方法

・安全上許す限り工場及び市街地の上空を飛行しない。

・北側（工場側）へ向かっての２機以上の編隊離陸は行わない。

・気象条件等が許す限り南側で離着陸を行う。

・盆（13日～16日）は飛ばないようにする。

・滑走路運用時間（06:30～23:00）外の使用は市に通報する。

・正月３が日は訓練を実施しない。

・22時以降のタッチアンドゴーは行わない。

（資料提供：岩国市）



飛行訓練の実態について

・岩国日米協議会での確認事項は、概ね順守されている。

○滑走路運用時間：06:30～23:00

（※海上自衛隊機は、深夜・早朝に飛行することもあ

る。）

○離着陸時には、滑走路北側の工場地帯を避けて飛行する

ように配慮されている。

○正月３が日などの飛行自粛。



岩国飛行場周辺住民の聞き取り内容

・最近反対運動が盛り上がっているので全体的に騒音は静かである。

・朝の８時頃から夜の９時頃まで飛行していて、耳が痛くなるほどやかましい。

・防音工事はしているが、ぜんぜんテレビの音が聞こえない。

・外で会話ができない。

・地域のお祭りのときも関係なく飛行している。

・飛行協定（２３：００～０６：３０）は、だいたい守られている。

・現在岩国基地に５７機飛行機があるが、これに厚木から５７機もってくると滑

走路１本では訓練できないのでは。

・中国山脈の山の中で低空訓練をしているので広島県が反対している。

・土日は訓練をやらない。アメリカの祝日や正月３が日もやらない。

・エンジンテストの騒音もうるさい。



米軍人等による犯罪・交通事故及び航空機事故について

１  犯罪

年度 件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 ％ 人員 ％
H14 0 0 4 4 3 5 0 0 1 2 8 0.3 11 2.3
H15 1 1 6 6 9 11 0 0 5 2 21 0.98 20 3.58
H16 0 0 3 4 17 7 0 0 1 2 21 0.88 13 3.1

２  交通事故

年度 死者 傷者 総数
H14 0 4 4
H15 0 21 21
H16 0 3 3

３  航空機事故（平成14年度～平成16年度）

１件部品等落下

0.36%
1.90%
0.27%

4
16
10

41
72
31

45
88
41

管内総数に占
める割合

1.13%
2.30%
1.06%

凶悪犯 粗暴犯 窃盗

死傷者数

知能犯

人身事故 物損事故 総数

事故発生件数

参考：岩国市人口      約106,000人
     米軍人等          約5,300人

その他
岩国警察署管内の全刑法犯に
占める総件数及び比率

管内総数に占
める割合

（資料提供：岩国市）



岩国市議会全員協議会での質疑内容（要旨）

１ 日時・場所 平成18年1月20日（金） 午前10時～午後0時45分 岩国市議会議場

２ 出席者 岩国市議会議員

防衛施設庁施設部長 戸田量弘

防衛施設庁施設部防音対策課長 田渕 眞二

防衛庁防衛部防衛政策課長 眞部 朗

広島防衛施設局長 坂本 憲一

４ 内容（要旨）

・訓練移転候補地の飛行場として、千歳飛行場、百里飛行場、小松飛行場、築城飛行場、

新田原飛行場を考えている。

・2006年3月までに最終報告を作成するよう協議をすすめている。

・中間報告（共同文書）の修正及び白紙撤回はない。

・ＮＬＰは硫黄島で実施する。（低騒音機を除く。）

・艦載機の移駐は、滑走路沖合移設事業が完了する平成20年度末を予定。

・中間報告（共同文書）に示した個々の事案は、最終的にはすべて完成させる必要が

あるが、そのプロセスにおいて早い遅いがあってもやむを得ない。

・中間報告（共同文書）に示した内容の他に、今後、なし崩し的に新たな提案をする

ことは考えていない。



平成１８年１月１８、１９、２０日実施

千歳市在日米軍再編調査委員会

岩国飛行場の騒音調査結果



航空機騒音測定地点

 

帝人前 

千歳市調査 

川下・麻里布 

しらさぎ渡来地 

千歳市調査 

川口町１丁目

岩国市

旭町 

山口県

門前町 

山口県

尾津町５丁目 

岩国市 

車町 

山口県

●

●●

●

●

● 

●

：千歳市調査地点 ：岩国市測定地点 ：山口県測定地点



資料提供：山口県・岩国市

類型 ＷＥＣＰＮＬ 14 15 16

102.978.2

航空機騒音測定結果の概要（岩国）

測定地点

川口町１丁目 Ⅱ 75 77.1

ＷＥＣＰＮＬ（年度）
環境基準

測定結果

16年度

dB最大値
岩

国

市

設

置

78.3

80.982.475尾津町５丁目 Ⅱ 80.4 108.2

山
口
県
設
置

門前町

旭町

車町

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ

75

75

70 67

79

73

99

107

99

67

80

74

67

80

74



航空機騒音測定局の測定結果

環 境 基 準 測 定 結 果

区 分 設 置 場 所 類 基準値 WECPNL(年度) 16年度

型 WECPNL 14 15 16 dB最大値

Ⅱ 75 79 80 80 116青葉丘局 青葉丘2015番地

Ⅱ 75 79 77 79 111千 住吉局 住吉１丁目

Ⅱ 75 76 76 74 110歳 東雲局 東雲町３丁目

Ⅱ 75 72 71 71 102市 寿局 寿１丁目

Ⅰ 70 68 68 66 100設 北斗局 北斗１丁目

Ⅰ 70 57 57 57 92置 里美局 里美３丁目

Ⅱ 75 64 64 64 99局 駒里東局 駒里849番地

Ⅱ 75 72 71 72 103根志越南局 根志越19番地

Ⅱ 75 76 76 78 125東郊局 東郊１丁目

Ⅱ 75 73 74 74 105
北
梅ヶ丘局 梅ヶ丘１丁目

Ⅰ 70 66 66 66 107
海
富丘局 富丘３丁目

Ⅱ 75 77 76 77 110
道
稲穂局 稲穂４丁目

Ⅱ 75 67 67 68 101
設
根志越東局 根志越66番地

Ⅱ 75 74 74 75 111
置
旭ヶ丘局 旭ヶ丘４丁目

Ⅱ 75 64 63 63 99
局
駒里局 駒里2212番地

Ⅱ 75 74 74 75 110あけぼの局 日の出１丁目

Ⅱ 75 73 73 72 100弥生公園局 弥生３丁目

※１ Ⅰ類型：都市計画による第１種・第２種低層住居専用地域と第１種・第２種中高層住居専用地域

Ⅱ類型：Ⅰ類型以外の地域であって通常の生活を保全する必要がある地域



年度別ＷＥＣＰＮＬと１日あたり発生回数（岩国・川口）

資料提供：岩国市
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年度別ＷＥＣＰＮＬと１日あたり発生回数（岩国・尾津）

資料提供：岩国市
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年度別WECPNLと1日あたりの発生回数（千歳・住吉）
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１日あたりの曜日別騒音発生回数（岩国・川口）
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１日あたりの曜日別騒音発生回数（岩国・尾津）
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１日あたりの曜日別騒音発生回数（千歳・住吉）
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時間帯別の月平均騒音発生回数（岩国・川口）
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時間帯別の月平均騒音発生回数（岩国・尾津）
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時間帯別の月平均騒音発生回数（千歳・住吉）
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航空機騒音測定結果

H18.1.19 川下・麻里布 しらさぎ渡来地

H18.1.19 帝人工場前



米軍FA-18　1機　離陸
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千歳市測定 川下・麻里布 しらさぎ渡来地
（滑走路端より0.4㎞、国道36号・中央大通交差点相当）

継続時間 47秒 最大値 102.3dB
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千歳市測定 帝人工場前
（滑走路端より0.9㎞、青葉８丁目ｱﾝｶﾚｯｼﾞﾊﾟｰｸ第2駐車場相当）

米軍FA-18　2機　離陸
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